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広瀬川で繰り広げられる命の輝きに感動！！
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広瀬川市民会議ニュース

今年は広瀬川にサケが遡上するのが例年になく遅く、いつかいつかと遡上を待っている間に、観察会の実
施計画も遅れ、準備・広報面が不足ではありましたが、両日ともに多くの市民に参加をいただきました。

広瀬川市民会議がこうした催しを企画する際に、多くの団体や行政に呼びかけて実施を常に心がけていま
すが、今回は特に広瀬名取川漁協と宮城県仙台土木事務所のご理解とご協力をいただき、実施することが
できました。一週早く実施した宮沢会場での経験をいかし、八幡会場については、主催である八幡商店街の
サポートを行うことができました。広瀬川市民会議は一つ一つの活動を通して、広瀬川流域の団体や市民の
連携をはかり、多くの市民に広瀬川への関心を寄せていただきたいと思っております。

都市河川である広瀬川にサケが遡上することは広瀬川の魅力の一つであり、誇りであると思っておりま
す。来年度は今年の経験を生かして、さらに充実したサケの観察会を開催し、多くの市民に広瀬川で繰り
広げられる命の輝きを知っていただきたいと思っております。

今回の観察会について、直近にもかかわらずご協力いただきました各団体や行政、そして参加いただき
ました皆様にお礼申し上げます。

宮沢会場は50名、八幡会
場では112名の参加があり
ました。
写真｜初めはなかなか水
中のサケを見つけること
ができませんが、馴れて
くると、あそこに、ここ
にと次々と見つけていまにと次々と見つけていま
した。

写真左｜八幡会場では、参加者全員でバケツリレーで石を運び、人口産卵床を作りま
した。
写真中｜サケのあら汁を振る舞い、はらこ飯はあっという間に完売しました。
写真右｜サケがのぼり、紅葉が川面に写り、人々が川に集う。にぎわいにあふれた広
瀬川でした。



「荒町小学校４年生の野外授業」に参加

広瀬川市民会議プロデュース 「清流広瀬川」

新酒しぼりたて生原酒 期間限定発売スタート！！

私たちと一緒に広瀬川のこと
考えてみませんか

12/10

11月5日。荒町小学校4年生74名の広瀬川で行う秋の野外授業に参加してまいりました。
市民会議では北原・伊藤・間・今田の4名が参加いたしました。朝9時45分に荒町小学校を出発して
郡山堰に10時20分頃に到着し漁協の伊藤理事がサケの生態に付いてくわしく説明を行いました、そ
のあと生徒たちはサケの産卵の様子を場所を移動しながら観察をおこないました。

10月25日に4年生担任の佐藤先生と、野外授業についての打ち合わせの時に、今回は生徒の父兄
にも参加をしてもらうよう声掛けしてもらいました、10名位の父兄の参加がありました、参加した
父兄達も広瀬川にサケが遡上していることや、まじかに見るのが初めてと驚いていました。

広瀬川市民会議のホームページを開設しま

若林区の長喜城で栽培した酒米「蔵の華」で仕込んだ、出来立て生原酒が期間
限定での発売です。今しか味わえない新酒の華やかな香りと、原酒ならではの
濃厚な味わいをご賞味ください。

蔵 元｜森民酒造本家
価 格｜ ： 円 税込み ： 円 税込み
申込み｜及川商店

広瀬川市民会議では、広瀬川に親しむイベント
や小学校の環境学習支援、流域の清掃などさまざ
まな活動を行っています。

広瀬川にかかわる活動がしたい方、広瀬川の魅
力を発信したい方、広瀬川をもっとよく知りたい
方などなど、ボランティアとして一緒に活動して
くださる方を募集しています。

会について詳しく知りたい方や活動に参加した
い方は事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。

広瀬川市民会議のホームページを開設しま
した。
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仙台市市民活動サポートセンター   

TEL ０２２(２１４)５５１２
FAX ０２２(２６８)４０４２

Email: hirosegawa_shiminkaigi@yahoo.co.jp
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